
当
財
団
の
永
年
に
わ
た
る
流
通
業
界
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、
全
国
の
百
貨
店
や
ス
ー
パ
ー
か
ら
バ
イ
ヤ
ー
を
招
聘
し
、
特
産
品

の
開
発
・
改
良
・
販
路
拡
大
を
目
的
と
す
る
産
品
相
談
・
商
談
会
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

〜
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
〜

電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
の
販
売
支
援
サ
ー
ビ
ス

ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る　
　
　
　
　

「
特
産
品
」を
取
り
巻
く
状
況

　

地
域
産
業
の
活
性
化
に
は
、
特
産
品
に

よ
る
収
益
の
向
上
が
重
要
で
あ
り
、「
売

れ
る
特
産
品
」と
す
る
た
め
に
は
、
質
の

向
上
は
も
と
よ
り
、
他
地
域
や
競
合
他
社

と
の
差
別
化
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
そ
れ

を
理
解
し
、取
り
組
ん
で
は
い
る
も
の
の
、

解
決
の
糸
口
が
見
出
せ
な
い
で
い
る
地
域

が
多
く
存
在
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

特
産
品
の
中
で
、
占
め
る
割
合
の
高
い

食
品
の
現
状
は
、
以
下
の
3
点
に
要
約
さ

れ
る
。

①
24
時
間
購
入
す
る

こ
と
が
可
能
で
、
棚

に
は
常
に
商
品
が
陳

列
さ
れ
て
い
る
。

②
百
貨
店
・
ス
ー
パ

ー
・
コ
ン
ビ
ニ
・
専

門
店
・
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
等
食
品
調
達
経

路
は
整
備
さ
れ
、
流

通
量
は
増
加
し
て
い

る
が
、
人
口
は
減
少

し
て
い
る
。

③
世
界
的
に
輸
入
時
の
関
税
撤
廃
の
流
れ

が
あ
り
、
安
価
な
外
国
産
の
食
品
が
、
今

後
大
量
輸
入
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
で
き
、

以
上
3
点
か
ら
、
今
以
上
に
食
品
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
飽
和
状
態
と
な
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ま
す
ま
す
取
り
巻
く
環

境
が
厳
し
く
な
る
中
で
、
地
域
の
特
産
品

と
し
て
、
差
別
化
し
て
い
く
に
は
ど
の
よ

う
に
す
べ
き
か
。

　

ま
さ
に
、「
売
れ
る
特
産
品
」づ
く
り
が

最
も
重
要
で
あ
り
、
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

消
費
者
ニ
ー
ズ
に
敏
感
な
百
貨
店　

な
ど
の
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
の
教
示

　

で
は
、「
売
れ
る
特
産
品
」を
開
発
・
改

良
を
す
る
際
に
、
最
も
重
要
視
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
何
か
。そ
れ
は
、〝
消
費

者
ニ
ー
ズ
〞で
あ
る
。

　
〝
消
費
者
ニ
ー
ズ
〞を
把
握
す
る
に
は
、

特
産
品
を
購
入
し
て
欲
し
い
消
費
者
を
対

象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、
分
析
す
る
の

が
一
番
確
実
で
あ
る
が
、
多
大
な
時
間
と

労
力
を
か
け
る
こ
と
と
な
り
、そ
こ
ま
で
は

時
間
と
労
力
を
か
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

そ
こ
で
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
を
常
に
敏
感

に
感
受
し
て
い
る
バ
イ
ヤ
ー
よ
り
、
自
社

製
品
と
ニ
ー
ズ
の
差
を
ご
教
示
い
た
だ
く

こ
と
が
、よ
り
効
果
的
な
方
法
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
特
産
品
の
生
産
者
は
、
小
規

模
事
業
者
が
多
く
、
大
量
生
産
は
困
難
で

あ
る
。
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
商
品
を

少
量
で
も
取
り
扱
っ
て
く
れ
る
の
は
、
他

社
と
の
違
い
が
明
確
で
、
高
品
質
で
限
定

品
や
希
少
性
の
あ
る
商
品
を
求
め
る
百
貨

店
等
で
あ
る
。
故
に
、
特
産
品
の
購
入
機

会
を
想
定
で
き
る
百
貨
店
等
の
バ
イ
ヤ
ー

に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
く
こ
と
が
、「
売

れ
る
特
産
品
」へ
の
近
道
な
の
で
あ
る
。

　

当
財
団
が
、
永
年
に
わ
た
り
百
貨
店
を

中
心
と
し
て
流
通
業
界
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
広
げ
続
け
て
い
る
の
は
、
以
上
の
よ

う
な
理
由
か
ら
で
あ
る
。

　

昨
今
、産
品
相
談
・
商
談
会
の
中
で
、自

治
体
よ
り
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
地
元

へ
百
貨
店
等
の
バ
イ
ヤ
ー
を
招
聘
し
、
相

談
・
商
談
会
を
開
催
す
る『
現
地
開
催
型

産
品
相
談
・
商
談
会
』で
あ
る
。

　

1
泊
2
日
の
相
談
・
商
談
会（
1
対
1

の
面
談
形
式
）を
基
本
と
し
、
要
望
に
よ

り
、
特
産
に
係
る
事
業
者
の
み
な
ら
ず
、

行
政
職
員
、
商
工
会
、
観
光
協
会
等
産
業

振
興
に
係
る
方
々
に
対
す
る
特
産
品
に
関

す
る
講
習
会
や
生
産
現
場
視
察
等
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
し
、企
画
提
案
を
し
て
い
る
。

　

地
元
で
開
催
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
、
事
業

者
数
十
名
が
首
都
圏
・
関
西
圏
の
百
貨
店

等
へ
訪
問
し
、
面
談
し
た
場
合
の
費
用
よ

り
、
バ
イ
ヤ
ー
数
名
を
現
地
に
招
聘
し
た

方
が
安
価
で
あ
る
こ
と
。
バ
イ
ヤ
ー
か
ら

も
一
定
の
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
。

ま
た
、
バ
イ
ヤ
ー
と
太
い
関
係
を
つ
く
れ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

百
貨
店
に
お
い
て
は
、景
気
低
迷
以
前
、

新
規
事
業
者
と
取
引
を
開
始
す
る
際
、
生

産
現
場
・
手
法
等
の
確
認
が
必
須
で
あ
っ

た
が
、
現
状
は
、
経
費
節
約
等
に
よ
り
現

地
へ
出
向
く
機
会
が
減
少
し
て
お
り
、
本

来
で
あ
れ
ば
必
要
な
現
場
確
認
は
、
行
わ

れ
る
こ
と
が
最
小
限
と
な
っ
て
い
る
。
当

事
業
の
よ
う
に
現
地
へ
赴
き
、
同
時
に
現

場
確
認
等
情
報
収
集
も
で
き
る
機
会
は
、

バ
イ
ヤ
ー
か
ら
評
価
が
高
く
、
ま
た
、
流

通
業
界
や
小
売
業
界
側
も
求
め
て
い
る
事

業
と
な
っ
て
い
る
。

　

現
地
へ
訪
問
し
た
バ
イ
ヤ
ー
の
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、「
現
地
へ
訪
問
す
る
と
、
し
な
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全
国
の
百
貨
店
や
ス
ー
パ
ー
の
バ
イ

ヤ
ー
と
個
別
に
面
談
す
る
機
会
を
提
供

し
ま
す
。
バ
イ
ヤ
ー
の
目
に
留
ま
れ
ば

商
談
成
立
の
チ
ャ
ン
ス
も
！ 

●
当
セ
ン
タ
ー
の
永
年
に
わ
た
る
流
通

業
界
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、

全
国
の
百
貨
店
や
ス
ー
パ
ー
か
ら
バ
イ

ヤ
ー
を
招
聘
し
ま
す
。 

●
バ
イ
ヤ
ー
と
１
対
１
で
面
談（
１
面

談
約
30
分
）し
、
産
品
の
開
発
・
改
良
や

販
路
開
拓
を
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
良
い

か
な
ど
の
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

●
定
期
開
催
型
、
現
地
開
催
型
、
随
時

開
催
型
の
３
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し

ま
し
た
。 

【
定
期
開
催
型
】

　

年
4
回
程
度
、
当
セ
ン
タ
ー
が
開
催

時
期
お
よ
び
会
場
を
設
定
し
、
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。 

開
催
時
期
・
場
所（
予
定
）
：
6
月（
東

京
）、
9
月（
大
阪
）、
11
月（
東
京
）、
2

月（
福
岡
） 

募
集
時
期
：
各
開
催
時
期
の
概
ね
２
ヶ

月
前 

※
市
町
村（
商
工
会
、
そ
の
他
団
体
等
）

を
通
じ
て
募
集
案
内
を
い
た
し
ま
す
。 

※
参
加
の
お
申
し
込
み
に
つ
き
ま
し
て

開
催
費
用
：
内
容
に
よ
り
お
見
積
り
申

し
上
げ
ま
す
。

 【
随
時
開
催
型 

】

　

お
申
し
出
を
受
け
て
当
セ
ン
タ
ー
で

実
施
す
る
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
の
産
品

相
談
・
商
談
会
で
す
。 

「
定
期
開
催
型

に
は
都
合
が
つ
か
ず
参
加
で
き
な
か
っ

た
」、「
バ
イ
ヤ
ー
と
の
面
談
時
間
を
も

う
少
し
長
め
に
」な
ど
の
ニ
ー
ズ
に
お

応
え
し
ま
す
。 

申
込
方
法
：
随
時
受
付
。ま
ず
は
電
話

等
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い（
ｅ

メ
ー
ル
、F
A
X
可
） 

。

※
原
則
、
市
町
村
を
通
じ
て
の
お
申
し

込
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

場
所
：
バ
イ
ヤ
ー
事
務
所
内
商
談
室
ま

た
は
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー（
東
京
） 

※
都
内
で
の
実
施
を
想
定
し
て
い
ま
す

が
、
他
地
域
を
ご
希
望
の
際
は
相
談
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

参
加
費
用
：
４
，０
０
０
円
〜
／
面
談

■
窓
口
は
地
域
振
興
部 

振
興
業
務
課

☎
０
３
‐
６
３
７
２
‐
７
３
０
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：w

w
w
2.dengen.or.

jp
/htm

l/w
orks/hanb

ai/sanp
in.

htm
l 

ｅ
メ
ー
ル
：m

sp@
dengen.or.jp

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

産
品
相
談
・
商
談
会
（
定
期
開
催
型
・
現
地
開
催
型
・
随
時
開
催
型
）
事
業
の
ご
案
内

は
、
市
町
村
を
通
じ
て
の
申
込
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

参
加
費
用
：
（
基
本
）１
万
円（
３
面
談
ま

で
）＋（
オ
プ
シ
ョ
ン
）３
，０
０
０
円
／
面

談（
最
大
３
面
談
） 

そ
の
他
：
プ
ロ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
へ
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
・
包
材
等
に
関
す
る
相
談
も
ご
用

意
し
ま
す（
オ
プ
シ
ョ
ン
） 

。

【
現
地
開
催
型
】

　

お
申
し
出
を
受
け
て
皆
さ
ま
の
地
元
で

実
施
す
る
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
の
産
品
相

談
・
商
談
会
で
す
。 

　

バ
イ
ヤ
ー
と
の
面
談
の
ほ
か
、
生
産
者

だ
け
で
は
な
く
、
特
産
品
に
携
わ
っ
て
い

る
地
域
の
皆
さ
ま
を
対
象
と
し
た
研
修
会

や
、
製
造
の
こ
だ
わ
り
等
を
バ
イ
ヤ
ー
に

体
感
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
製
造
現
場
の

視
察
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
も
可
能

で
す
。 

申
込
方
法
：
随
時
受
付
。ま
ず
は
電
話
等

で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い（
ｅ
メ
ー

ル
、Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）。 

※
開
催
決
定
か
ら
実
施
ま
で
の
準
備
期
間

に
２
ヶ
月
程
度
が
必
要
で
す
。 

※
市
町
村
を
通
じ
て
の
申
し
込
み
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
周
辺
の
市
町
村
を

含
む
広
域
組
織（
○
○
地
域
協
議
会
等
）

か
ら
の
申
し
込
み
も
可
能
で
す
。 

い
の
で
は
イ
メ
ー
ジ
が
全
く
異
な
る
。
訪

問
し
た
方
が
産
地
へ
の
思
い
入
れ
が
加
わ

り
、
商
品
や
事
業
者
を
取
り
上
げ
や
す
く

な
る
」と
い
う
回
答
が
あ
っ
た
。

　

日
頃
、な
か
な
か
会
う
こ
と
が
で
き
ず
、

ア
ポ
イ
ン
ト
が
取
り
づ
ら
い
の
が
バ
イ
ヤ

ー
で
あ
る
。そ
の
バ
イ
ヤ
ー
と
じ
っ
く
り
、

一
定
の
時
間
、
確
実
に
地
元
で
話
し
が
で

き
る
機
会
は
、
な
か
な
か
作
れ
る
も
の
で

は
な
い
。

　

た
だ
単
に
、
面
談
を
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
地
域
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

バ
イ
ヤ
ー
と
よ
り
深
く
、
永
き
に
わ
た
り

親
し
い
関
係
づ
く
り
を
構
築
す
る
き
っ
か

け
と
な
り
、
そ
れ
は
、
地
域
の
特
産
品
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
確
保
し
た
の
と
同
様
の

効
果
が
あ
る
。　
　
　
　
　

　
『
現
地
開
催
型　

産
品
相
談
・
商
談
会
』

に
つ
い
て
、
広
域
組
合
で
検
討
し
た
い
が

申
込
可
能
か
と
い
う
問
い
合
せ
を
受
け
る
。

周
り
の
市
町
村
を
巻
き
込
ん
で
参
加
い
た

だ
く
こ
と
は
全
く
問
題
な
い
。
費
用
負
担

が
削
減
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、ぜ
ひ
、

積
極
的
に
地
域
で
も
検
討
い
た
だ
き
た
い
。プロのパッケージデザイナーからのアドバイス
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